
防爆ガイドラインを用いた評価事例 ①（重合プラント自主行動計画の例より引用）
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防爆ガイドラインを用いた評価事例②（精製プラント自主行動計画の例より引用）

④危険区域の区分

①漏洩孔面積

②放出特性

③
換
気
風
速

④危険区域の区分

⑤危険距離の算出



防爆ガイドラインを用いた評価事例③
（動機器周りの自主行動計画の例より引用）
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防爆ガイドラインを用いた評価事例④
（給油取扱所に関する既往の運用のガイドラインに基づく再評価）

物質名 ガソリン（液体） ガソリン（可燃性蒸気）

Ｐ［atm］ 200,000 200,000

雰囲気温度［℃］ 20 20

燃焼下限界LFL［Vol%］ 0.014 0.014

漏洩孔面積Ｓ［mm２］ ① 50 50

換気風速［m/s］ ③ 0.15 0.15

評価結果 危険距離
約2～3m

危険距離
約6～7m

④危険区域の区分
(ガソリン・液体)

高換気
中換気

低換気

給油取扱所、固定給設備ノズル周りのリスク評価
・固定給設備のノズルから、(給油中等により)液体や可

燃性蒸気が漏れた場合を想定して、防爆ガイドライン
に基づきリスクを評価
※ 漏洩孔面積等は乗用車の給油口とノズルの間の隙
間を想定した値として設定（右表の青字）
※換気風速は、屋外における換気速度の指標 （IEC 

60079-10-1:2015 Table C.1の障害有りを使用）
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⑤危険距離の推定

小←漏洩孔面積→大

上記計算による一時的な評価結果
・ノズル周りの危険距離は、最大6～７ｍ
ただし、漏洩孔面積によって、危険距離は
変わる

☞ 実験等によりさらに精緻に評価
（次ページ）



防爆ガイドラインを用いた評価事例④
（給油取扱所に関する既往の運用のガイドラインに基づく再評価）

※消防庁では、固定給油設備等に係る可燃性蒸気
滞留範囲については、実験等により確認し周知

「可燃性蒸気流入防止
構造等の基準について」
（平成 13 年 3 月 30 日
消防危第 43 号）の別添

※携帯型電子機器による給油取扱所での
引火可能性に関する実験結果も周知

イ 落下実験
床上2.0mの高さから、
各々20回落下させ、火花
が発生しないことを確認

ア 引火確認実験
規定動作を20 回実行し、

可燃性混合気に引火しな
いことを確認

「給油取扱所において携帯型電子機器を使用する場合の留
意事項等について」（平成 30 年 8 月 22 日消防危第 154 号）
の別添

① タブレット端末等による
給油許可等（規則第28条の２の５、
第40条の３の10）

セルフ給油取扱所においては、
事業所内の制御卓に従業者を配
置し、顧客による給油作業の監
視等を行うこととしているとこ
ろ、今般、タブレット端末等に
よっても給油許可等ができるよ
う措置

活用（例）
② 給油取扱所における二次元
バーコード等を使用した電子決
済端末の設置（令和３年２月22日付け消

防危第20号）

非接触型ICｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
二次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

タツノ ホーム
ページより引用
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